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B
・
ウ
ェ
ッ
ブ
の
R

あ
て
書
簡

　
（
一
九
四
二
年
六
月
二
日
付
）

・
H
・
ト
　
　
ニ

岡
　
　
　
眞

人

　
周
知
の
、
一
」
と
く
ベ
ア
ト
リ
ス
・
ウ
ェ
ツ
ブ
（
固
s
庁
、
－
。
o
婁
＆
F
H
o
o
㎞
o
o

－
H
里
ω
）
は
、
夫
シ
ド
ニ
ー
（
ω
一
音
｛
峯
o
亭
し
o
。
宅
－
岩
ミ
）
と
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
，
）

に
、
『
労
働
組
合
運
動
史
』
、
『
産
業
民
主
主
義
』
な
ど
数
多
く
の
古
典
的

著
作
の
共
著
者
と
し
て
著
名
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
八
八
四
年
に

創
立
さ
れ
、
そ
の
後
一
世
紀
の
間
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
無
視
し
え
な
い
影
響

を
及
ぽ
し
て
き
た
フ
ェ
ピ
ア
ン
協
会
（
↓
5
司
嘗
三
竃
o
o
。
。
一
。
q
）
第
一
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
〕

．
代
の
中
心
的
指
導
者
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。
彼
ら
の
類
ま
れ
な
バ
ー
ト

　
ナ
ー
シ
ソ
プ
の
生
涯
が
イ
ギ
リ
ス
国
民
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
は
、
夫

妻
そ
ろ
っ
て
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
（
』
。
射
．
峯
碧
U
o
量
巨
）
、
ア
ト
リ
ー
（
O
■

＞
匡
8
）
、
ベ
ブ
ィ
ン
（
向
・
ま
ま
自
）
と
い
っ
た
歴
代
の
労
働
党
首
脳
と

　
と
も
に
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・
ア
ピ
ー
（
奏
窃
片
昌
ぎ
9
昌
＞
σ
霊
）
に

　
埋
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ウ
ェ
ソ
ブ
研
究
は
こ
の
数
年
来
急
速

　
な
進
展
を
み
せ
つ
つ
あ
る
。
十
五
年
余
に
わ
た
る
ロ
イ
ド
ン
．
ハ
リ
ス
ン

教
授
（
軍
o
雲
8
・
ヵ
o
首
昌
葭
胃
・
一
閉
昌
）
に
よ
る
ウ
ェ
ヅ
ブ
夫
妻
の
伝

記
（
彗
艘
o
き
＆
9
o
o
・
；
暑
㌣
）
執
筆
の
努
カ
は
現
在
大
詰
を
む
か
え
て

お
り
、
遅
く
と
も
フ
ェ
ピ
ア
ン
協
会
創
立
百
周
年
の
一
九
八
四
年
に
は
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

行
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
著
作
の
公
刊
に
よ
り
ウ
ェ
ヅ
ブ
研
究
史

に
新
た
な
画
期
が
し
る
さ
れ
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
ノ
ー
マ
ン
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
教
授
（
軍
o
H
鶉
蜆
o
『
z
畠
昌
彗
峯
碧
宍
血
目
．

き
）
の
編
集
に
よ
る
ウ
ェ
ソ
ブ
夫
妻
の
書
簡
集
が
一
九
七
八
年
に
公
刊
さ

湖
w
さ
ら
に
八
二
年
末
に
は
同
じ
編
者
に
よ
る
ベ
ア
ト
リ
ス
・
ウ
ェ
ツ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
日
記
の
新
版
第
一
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
ウ
ェ
ツ
ブ
研
究
進
展

の
背
最
に
は
、
夫
妻
の
生
涯
に
わ
た
る
活
動
の
記
録
が
、
そ
れ
自
体
イ
ギ

リ
ス
社
会
史
の
一
璽
要
資
料
で
あ
る
と
の
共
通
の
認
識
が
存
在
し
て
い
る

　
　
　
　
　
（
7
）

よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

　
わ
た
く
し
は
こ
の
数
年
来
、
ウ
ェ
ソ
ブ
夫
妻
、
G
・
D
・
H
・
コ
ー
ル

（
Ω
8
お
耐
一
U
昌
阻
鶉
匡
姜
胃
α
o
〇
一
〇
）
を
中
心
に
イ
ギ
リ
ス
社
会
主
義
の

恩
想
史
的
研
究
に
従
事
し
て
き
た
が
、
こ
の
過
程
で
、
一
橋
大
学
図
書
館

所
蔵
の
外
池
文
庫
の
一
冊
、
ウ
ェ
ソ
ブ
夫
妻
著
『
ソ
ブ
ェ
ト
・
ロ
シ
プ
の

　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

真
実
』
（
一
九
四
二
年
）
の
中
に
は
さ
み
こ
ま
れ
て
い
た
ベ
ア
ト
リ
ス
．

ウ
ェ
ヅ
ブ
の
R
・
H
・
ト
ー
二
1
（
害
〇
一
鼻
乙
声
↓
閏
ミ
罵
く
）
あ
て
手

　
　
　
　
　
　
　
（
＆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

書
き
書
簡
を
発
見
し
た
。
研
究
者
の
間
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
　
ペ

ア
ト
リ
ス
の
手
稿
は
独
特
の
字
体
と
速
記
的
省
略
と
に
よ
っ
て
正
確
な
解

読
は
容
易
で
は
な
い
。
わ
た
く
し
は
八
二
年
夏
の
英
国
滞
在
の
機
会
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ウ
ェ
ッ
ブ
夫
妻
が
そ
の
創
立
と
発
展
に
尽
カ
し
た
L
S
E
の
ア
ル
キ
ピ
ス

ト
、
A
．
ラ
ス
ビ
ン
博
士
（
］
U
H
．
＞
目
o
筥
o
巨
射
富
豆
自
）
の
協
カ
を
え
て
、

こ
の
書
簡
が
新
発
見
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
解
読
を
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完
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
に
そ
の
全
文
と
訳
を
掲
げ
、
あ
わ
せ
て

そ
の
意
義
に
つ
い
て
若
千
の
指
摘
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
書
簡
原
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
句
與
蜆
蜆
o
色
q
O
O
『
目
o
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
号
ケ
o
o
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
四
鼻
蜆
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
ミ
志

U
o
嘗
峯
『
H
凹
ミ
自
o
さ

　
　
－
毫
o
■
ρ
胃
色
お
蟹
雪
㌣
o
自
富
o
9
く
＆
艘
o
“
毛
o
く
o
巨
昌
鶉
o
h
旨
o

『
9
蜆
閉
自
o
o
H
〇
一
］
H
ω
O
く
庁
叶
O
O
自
］
目
＝
』
目
示
目
一
里
岩
o
婁
O
－
く
昌
尿
顯
庄
o
目
～
H
サ
o
H
o

涼
竃
一
鼻
昌
旨
邑
昌
色
匡
一
些
卑
o
ぎ
8
ξ
黒
∋
印
邑
ω
厨
幸
一
竃
q

↓
チ
o
　
ミ
而
σ
σ
蜆
　
凹
自
q
　
叶
－
o
　
H
o
い
㎞
O
o
目
黒
岸
自
巨
o
目
　
o
｛
片
巨
血
　
d
ω
ω
射
■
ミ
庁
－
o
ブ

ー
蔓
寿
昌
ミ
一
昌
o
冒
g
｝
昌
～
く
ε
老
昌
昌
ま
o
H
o
邑
昌
く

8
鼻
、
♂
目
ま
目
ξ
凹
一
唇
茎
昌
ぎ
目
目
㌣
篶
菖
婁
ぎ
睾
」

9
宮
蜆
．
二
饅
閉
；
、
。
筆
鶴
二
富
彗
一
彗
ぎ
茅
㎜
邑
昌
旨
豪
蜆
。
；
）

8
艘
o
射
目
邑
曽
喝
o
亘
o
．
ミ
o
胃
o
｛
o
＝
o
色
目
o
目
巨
m
邑
く
彗
斤
…
o
冨

亘
ま
巴
畠
、
。
。
、
葦
巨
。
・
§
二
碁
曇
；
昌
ρ
H
§
。
。
旨
。
目
自
二
。

昌
筆
巨
昌
與
邑
尉
o
σ
〇
一
島
津
ミ
置
・
・
ω
昏
5
＜
一
眈
姜
＝
害
一
〇
一
一
毛
睾

巨
叶
H
顯
昌
量
艘
雪
婁
ブ
豊
g
o
o
色
艘
艘
血
亀
o
津
8
峯
ユ
冨
『
ぎ

H
，
s
、
昏
邑
①
o
ミ
“
完
ミ
婁
“
富
㌔

　
　
■
o
ヨ
o
昌
げ
宵
昌
o
8
く
o
胃
皇
示
－
匡
宰
耳
o
匡
一
智
ω
斤
≦
昌
－
嘗
冒

黒
毒
碁
ニ
ニ
遇
昌
夏
：
g
萱
価
§
。
曇
昌
茎
。
：
二
烹
き
邑

圭
、
Φ

昌
く
o

ぎ
一

向
く
g
｝
o
自
易

　
　
　
　
　
　
　
　
缶
o
凹
片
ユ
o
0
4
く
o
σ
σ

　
（
訳
）

　
親
愛
な
る
ト
ー
二
－
様

　
わ
た
く
し
ど
も
の
『
ソ
ブ
ェ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
ー
新
文
明
か
』

の
再
版
二
巻
本
、
お
受
け
と
り
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
上
う
か
。
こ

れ
に
は
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
罰
1
の
序
文
と
と
も
に
ウ
ェ
ヅ
ブ
夫
妻
の

序
説
、
お
よ
ぴ
ソ
連
邦
の
一
九
三
五
年
憲
法
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
お

り
、
興
味
を
お
も
ち
い
た
だ
け
た
か
と
存
じ
ま
す
。
お
気
ず
き
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
が
、
わ
た
く
し
は
こ
の
本
の
序
説
を
わ
た
く
し
の
甥
、

ス
タ
フ
ォ
ー
ド
．
ク
リ
ツ
プ
ス
が
回
シ
ア
民
衆
に
向
け
た
（
モ
ス
ク

ワ
駐
在
イ
ギ
リ
ス
大
使
と
し
て
の
）
最
後
の
ラ
ジ
オ
放
送
か
ら
の
引

用
で
し
め
く
く
り
ま
し
た
。
わ
た
く
し
ど
も
は
、
彼
の
冒
険
心
に
満

ち
た
政
治
活
動
を
大
変
興
味
深
く
見
守
っ
て
お
り
、
わ
た
く
し
は
来

週
に
は
彼
と
イ
ゾ
、
ベ
ル
に
会
い
に
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
シ
ド

ニ
ー
は
元
気
で
し
あ
わ
せ
に
す
ご
し
て
い
ま
す
が
、
わ
た
く
し
は

『
回
シ
ァ
の
真
実
』
執
筆
の
努
カ
で
や
や
疲
れ
ぎ
み
で
す
。

　
奥
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。
彼
女
の
兄
弟
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ペ
ヴ
ァ
リ
ヅ
ジ
卿
は
、
わ
た
く
し
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
世
界
の
注

胃
す
ぺ
き
再
建
事
業
を
お
は
じ
め
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具
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一
九
四
二
年
六
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ァ
ト
リ
ス
・
ウ
ェ
ッ
ブ

　
以
上
の
．
こ
と
く
き
わ
め
て
短
い
書
簡
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
い
く
つ
か

の
点
で
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一

に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
書
簡
に
登
場
す
る
人
物
が
現
代
イ
ギ
リ
ス
史
上

最
も
著
名
な
人
々
に
属
す
る
点
で
あ
る
。
R
・
H
・
ト
ー
二
1
（
一
八
八

○
1
一
九
六
二
）
は
二
十
世
紀
に
お
け
る
チ
ユ
ー
ダ
ー
史
研
究
の
基
機
唯

築
い
た
経
済
史
家
と
し
て
有
名
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
『
獲
得
社
会
』
、

　
　
（
蜆
）

『
平
等
論
』
な
ど
の
著
作
活
動
と
労
働
者
教
育
協
会
（
W
E
A
）
創
立
当

初
か
ら
の
指
導
教
官
と
し
て
の
活
動
な
ど
を
つ
う
じ
て
、
社
会
恩
想
家
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
咀
）

労
働
運
動
家
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。
彼
は
第
一
次
大
戦
直
後
の
石
炭
委

員
会
（
サ
ン
キ
ー
委
員
会
）
で
シ
ド
ニ
ー
・
ウ
ェ
ツ
ブ
と
と
も
に
労
働
側

委
員
を
つ
と
め
、
一
九
三
一
年
以
降
は
L
S
E
教
授
と
な
り
、
ウ
ェ
ソ
ブ

夫
妻
と
は
親
交
が
あ
っ
た
。
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ヨ
ー
（
一
八
五
六
－
一
九

五
〇
）
は
二
十
世
紀
イ
ギ
リ
ス
文
芸
界
の
雄
で
あ
る
と
と
も
に
、
半
世
紀

に
わ
た
る
ウ
ェ
ッ
ブ
夫
妻
の
僚
友
と
し
て
フ
ニ
ビ
ア
ン
の
顔
そ
の
も
の
の

存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
・
ク
リ
ツ
プ
ス
（
一
八
八
九
－
一

九
五
二
）
は
ベ
ア
ト
リ
ス
の
姉
（
H
思
篶
竃
）
の
子
で
あ
る
が
、
彼
は
一

九
三
〇
年
代
に
社
会
主
義
連
盟
（
o
o
o
o
邑
華
■
o
晶
自
、
）
を
率
い
て
イ
ギ
リ

ス
人
民
戦
線
運
動
を
指
導
し
、
第
二
次
大
戦
中
の
一
九
四
〇
－
四
二
年
に

は
駐
ソ
大
使
を
つ
と
め
、
戦
後
の
ア
ト
リ
ー
労
働
党
内
閣
で
は
主
要
閣
僚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
〕

（
商
相
・
経
済
相
・
蔵
相
）
を
歴
任
し
た
。
ウ
イ
リ
ア
ム
．
ベ
ヴ
ァ
リ
ソ

ジ
（
一
八
七
九
－
一
九
六
三
）
は
い
う
ま
で
も
な
く
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
）

祉
国
家
の
基
盤
と
な
っ
た
『
ペ
ヴ
ァ
リ
ツ
ジ
報
告
』
の
最
終
責
任
者
で
あ

る
。
ウ
ェ
ヅ
ブ
夫
妻
と
は
救
貧
法
委
員
会
（
一
九
〇
五
－
九
年
）
の
頃
か

ら
親
交
が
あ
り
、
一
九
一
九
－
三
七
年
に
は
L
S
E
の
理
事
を
も
つ
と
め

た
。
以
上
概
観
し
た
、
こ
と
く
、
こ
の
書
簡
は
一
流
人
物
間
の
血
縁
関
係
や

第
二
次
大
戦
申
の
交
遊
関
係
を
明
示
的
に
物
語
っ
て
い
る
点
で
貴
重
で
あ

る
。
ま
た
、
前
述
の
ラ
ス
ピ
ン
博
士
に
よ
れ
ぱ
、
L
S
E
に
保
存
さ
れ
て

い
る
ウ
ェ
ツ
ブ
夫
妻
か
ら
ト
ー
二
1
あ
て
の
書
簡
は
数
少
な
く
、
こ
の
点

か
ら
も
そ
の
価
値
は
高
い
と
い
え
よ
う
。

　
第
二
に
、
内
容
面
か
ら
み
て
も
、
こ
の
書
簡
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
事

項
を
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
書
簡
か
ら
は
、
死
去
（
四
三
年
四

月
三
十
日
）
の
約
一
年
前
（
八
四
歳
）
と
い
う
最
晩
年
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ペ
ア
ト
リ
ス
が
依
然
と
し
て
世
界
情
勢
の
推
移
に
鋭
い
関
心
を
保
っ
て
い

た
こ
と
が
看
取
さ
れ
う
る
。
文
面
に
あ
る
ク
リ
ソ
プ
ス
の
ロ
シ
ア
民
衆
に

向
け
た
放
送
の
骨
子
は
、
四
二
年
一
月
に
締
結
さ
れ
た
ナ
チ
ス
に
対
す
る

英
ソ
同
盟
条
約
を
ふ
ま
え
て
、
新
世
界
秩
序
建
設
の
た
め
の
両
国
民
の
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
帖
〕

好
協
カ
の
強
化
を
訴
え
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
ベ
ア
ト
リ
ス
最
晩
年

の
希
望
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
強
い
動
機
が
あ
っ
た
れ
ぱ
こ
そ
、
ベ

ア
ト
リ
ス
は
不
眠
症
の
悪
化
に
悩
ま
さ
れ
つ
つ
も
、
一
九
三
七
年
以
来
再

版
の
途
絶
え
て
い
た
『
ソ
ヴ
ェ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
』
（
三
五
年
初
版
）
に

長
い
序
説
を
つ
け
加
え
て
出
版
（
四
一
、
四
二
年
）
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
要
約
版
と
も
い
う
べ
き
『
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ロ
シ
ァ
の
真
実
』
出
版
に
全
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

を
傾
注
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
響
簡
で
は
、
約
半
年
後
の
四
二
年
十
二
月
に
最
終
的
結

実
を
み
る
『
ペ
ヴ
ァ
リ
ヅ
ジ
報
告
』
に
関
す
る
ベ
ア
ト
リ
ス
の
関
心
と
高

い
評
価
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ベ
ア
ト
リ
ス
は
ソ
連
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を
新
文
明
と
評
価
し
、
こ
れ
と
の
友
好
連
帯
を
望
み
つ
つ
も
、
イ
ギ
リ
ス

に
お
い
て
は
ソ
連
と
異
な
る
社
会
主
義
へ
の
遣
が
あ
り
、
『
ベ
ヴ
ァ
リ
ソ

ジ
報
告
』
は
そ
の
方
向
を
示
す
も
の
と
期
待
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
点
は
短
い
書
簡
の
み
か
ら
速
断
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
型
社
会
主
義
と
ソ
連
型
共
産
主
義
の
関
係
を
最
晩
年

の
ペ
ア
ト
リ
ス
が
ど
の
よ
う
に
老
え
て
い
た
か
を
考
察
す
る
一
つ
の
手
が

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
咽
）

カ
り
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ペ
ア
ト
リ
ス
の
日
記
は
最
晩
年
に
は
と
ぴ
と
ぴ
で
あ
り
、
四
二
年
六
月

二
日
の
項
は
存
在
し
な
い
だ
け
に
、
こ
の
欠
落
を
う
め
る
意
味
で
も
、
以

上
に
紹
介
し
た
書
簡
の
資
料
的
価
値
は
高
い
と
い
え
よ
う
。

　
（
1
）
　
ω
・
俸
｝
1
妻
o
事
一
『
ぎ
ミ
這
o
ミ
県
H
§
害
q
ミ
§
葛
§

　
　
■
o
邑
o
p
■
o
目
o
q
昌
彗
～
－
o
o
茎
一
易
く
．
＆
．
し
o
8
．
荒
畑
寒
村
監
訳
、

　
　
飯
困
．
高
橘
訳
『
労
働
組
合
運
動
の
歴
史
』
上
下
巻
、
日
本
労
働
協

　
　
会
、
二
九
七
三
年
。

（
2
）
ω
・
俸
民
・
寿
葺
、
ミ
§
ミ
ミ
b
§
ミ
ミ
、
■
。
邑
ε

　
■
昌
o
q
昌
彗
蜆
一
－
o
o
ξ
・
静
野
岩
三
郎
監
訳
『
産
葉
民
主
制
論
』
法
政

　
犬
学
出
版
局
、
一
九
六
九
年
。

（
3
）
　
拙
稿
「
ウ
ェ
ツ
ブ
夫
妻
の
社
会
主
義
像
試
論
－
第
一
次
大
戦

　
直
後
の
確
立
期
に
お
け
る
『
大
英
社
会
主
義
国
の
構
成
』
を
中
心
に
」

　
『
社
会
思
想
史
研
究
』
第
二
号
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
八
年
、

　
を
参
照
。

（
4
）
　
八
二
年
夏
、
ウ
ォ
ー
リ
ツ
ク
大
学
を
訪
問
さ
れ
た
山
田
秀
雄
教

　
授
の
談
に
よ
る
。

（
5
）
老
o
、
旨
昌
量
彗
肉
o
冨
ポ
（
＆
．
）
一
『
￥
雨
ト
ミ
ミ
軸
県
皇
§
ミ
§
～

　
b
軸
、
一
、
ぎ
ミ
§
し
き
一
岨
・
し
昌
匝
ε
O
竃
巨
膏
量
く
嚢
一
｛

　
勺
－
■
o
m
μ
H
o
N
o
〇
一

（
6
）
字
津
－
曇
最
邑
二
箪
）
．
§
耐
皇
§
県
籟
§
ミ
§

　
§
§
§
卜
§
“
葛
ご
－
鶉
§
一
■
o
邑
昌
一
≦
冨
o
q
o
甲
血
章
－
Φ
o
。
ド

　
既
刊
本
と
し
て
は
、
峯
胃
o
司
胃
g
o
〇
一
耐
（
o
p
）
一
b
§
ミ
“
ミ
ミ
茎
｝
、
軸

　
皇
ミ
雪
§
い
－
§
へ
（
5
自
o
g
一
■
昌
帥
畠
冨
二
養
）
一
U
。
二

　
毫
～
へ
1
毫
～
“
（
■
o
自
o
o
p
■
g
］
o
竈
昌
顯
冨
一
H
漂
α
）
の
二
冊
が
あ
る

　
が
、
マ
ツ
ケ
ン
ジ
ー
に
よ
る
今
回
の
編
集
は
一
九
二
一
年
以
前
と
三

　
二
年
以
降
を
も
含
み
、
二
一
年
－
三
二
年
に
つ
い
て
も
増
補
が
な
さ

　
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
日
記
の
全
部
を
カ
バ
ー
す
る
マ
イ

　
ク
ロ
．
フ
ィ
ル
ム
版
は
曽
胃
≦
黒
昌
弔
冨
器
か
ら
入
手
可
能
で
あ
る
。

　
以
上
の
他
に
も
、
夫
妻
の
主
要
著
作
が
次
々
に
リ
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て

　
い
る
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。

（
7
）
O
ゴ
旨
・
O
呈
黒
ミ
ぎ
§
｝
｝
二
邑
員
5
轟
昌
彗
9

　
岩
な
・
や
崖
ρ
、
呂
o
、
一
豪
巨
黒
o
｛
尿
艘
o
蜆
o
o
サ
一
巨
黒
o
｛
o
｛

　
一
ミ
o
o
o
Φ
目
0
H
胆
巨
o
自
p
：
－
：
、
一

（
8
）
ω
・
濠
｝
ミ
＆
9
皇
雨
『
ミ
￥
§
ミ
吻
§
ミ
き
乏
§

　
■
o
邑
o
～
■
o
素
昌
彗
p
ε
竃
．
（
H
o
寿
o
o
．
N
s
）

（
9
）
　
外
池
文
庫
は
本
学
出
身
の
外
池
五
郎
三
郎
氏
（
一
九
一
〇
年
本

　
科
卒
）
が
ロ
ン
ド
ン
の
古
暫
籍
商
P
一
イ
ー
ト
ン
氏
（
市
9
智
向
黒
昌
）

　
の
コ
レ
ク
シ
目
ン
を
一
九
五
六
年
に
購
入
し
、
本
学
図
書
館
に
寄
贈

　
さ
れ
た
も
の
（
収
蔵
一
九
五
九
年
）
で
あ
る
。
イ
ー
ト
ン
氏
は
消
費

　
協
同
組
合
発
祥
の
地
回
ツ
テ
デ
ー
ル
（
穴
8
巨
巴
o
）
出
身
で
あ
り
・

　
そ
の
コ
レ
ク
シ
目
ン
は
協
同
組
合
を
圭
題
と
し
て
、
二
ニ
ニ
一
冊
の
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本
と
小
冊
子
、
四
七
点
の
手
稿
類
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は

　
ロ
パ
ー
ト
・
オ
ー
エ
ン
（
射
o
幕
ユ
O
ミ
昌
）
の
曹
簡
な
ど
も
合
ま
れ

　
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
都
築
忠
七
教
授
が
す
で
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
9
邑
隻
↓
竃
麦
二
岩
里
篶
器
＞
、
邑
萎
射
。
茎
奏

8
曽
婁
チ
5
げ
。
胃
旨
㎜
8
・
｝
（
H
）
L
ミ
ミ
ミ
§
9
ミ
曇
呉

　
ト
き
o
ミ
串
這
o
ミ
b
ミ
ミ
ぎ
一
z
o
1
N
一
＞
自
g
目
目
5
a
・
弔
や
N
o
I

　
3
・
ま
た
、
外
池
文
庫
の
一
般
的
紹
介
と
し
て
は
、
山
口
隆
二
助
教

　
授
（
当
時
）
に
よ
る
次
の
も
の
が
あ
る
。
「
外
池
文
庫
に
つ
い
て
」

　
『
一
橋
論
叢
』
四
五
巻
一
号
、
一
九
六
一
年
、
九
七
－
九
頁
。
さ
ら
に

　
『
外
池
文
庫
目
H
録
』
（
一
橋
犬
挙
図
書
館
、
一
九
五
九
年
）
の
冒
頭
に

　
も
短
い
「
解
説
」
が
あ
る
。
以
上
に
つ
い
て
は
、
都
築
教
授
と
と
も

　
に
、
外
池
正
治
教
授
か
ら
の
お
話
が
貴
重
な
参
考
と
な
っ
た
。
記
し

　
て
感
謝
し
た
い
。
な
お
、
い
か
な
る
経
緯
に
よ
り
、
イ
ー
ト
ン
氏
の

　
コ
レ
ク
シ
回
ン
中
に
ペ
ァ
ト
リ
ス
の
ト
ー
二
1
あ
て
書
簡
が
含
ま
れ

　
る
に
い
た
っ
た
か
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

（
1
0
）
■
昌
o
昌
娑
8
；
；
葦
茎
彗
o
向
§
昌
ざ
ω
。
一
。
昌
。

　
（
一
八
九
八
年
創
立
）
。
そ
の
設
立
の
経
緯
と
ウ
ユ
ソ
プ
夫
妻
の
係
わ

　
り
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。
■
＄
巨
8
婁
o
σ
9
o
ミ
、
ミ
、
s
ミ
ζ
膏

　
■
9
o
o
P
■
9
o
口
昌
里
畠
一
H
章
o
。
一
2
岩
一
胃
H
H
．
L
S
E
図
書
館
の

　
正
式
名
称
は
■
『
三
旨
＝
σ
；
｛
o
｛
勺
〇
一
…
斤
一
8
－
ρ
目
o
向
8
昌
冒
ざ

　
ω
o
－
g
8
で
あ
り
、
膨
犬
な
ウ
ェ
ヅ
ブ
・
コ
レ
ク
シ
目
ン
を
所
蔵
し

　
て
い
る
。
ラ
ス
ビ
ン
博
士
は
手
稿
類
や
希
観
本
担
当
の
専
門
家
で
あ

　
り
、
私
の
調
査
に
協
力
を
お
し
ま
れ
な
か
っ
た
。
記
し
て
感
謝
す
る

　
次
第
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
肉
－
曽
l
H
顯
…
一
価
さ
皇
雨
』
ミ
ミ
肋
ミ
、
雨
ぎ
き
ミ
■
o
邑
o
員

　
田
o
；
昌
匹
ω
o
島
一
一
竃
－
．
山
下
重
一
訳
「
獲
得
的
社
会
」
、
関
嘉
彦

　
他
『
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
主
義
思
想
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
六
三
年
。

（
1
2
）
　
界
声
↓
閏
峯
罵
さ
碁
§
ミ
さ
■
o
邑
o
P
≧
一
竃
竃
印
C
目
色
P

　
H
o
s
一

（
1
3
）
　
ト
ー
二
1
の
影
響
が
今
日
に
ま
で
及
ん
で
い
る
一
つ
の
証
拠
と

　
し
て
、
一
九
八
一
年
審
に
労
働
党
か
ら
分
離
し
て
緒
成
さ
れ
た
社
会

　
民
主
党
（
S
D
P
）
の
政
策
研
究
集
団
（
ち
ょ
う
ど
労
働
党
に
対
す

　
る
フ
ェ
ピ
ア
ン
協
会
の
ご
と
き
存
在
）
が
ト
ー
二
－
協
会
（
H
冨

　
H
嘗
峯
冨
｝
o
o
o
o
訂
｛
）
の
名
称
を
操
用
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と

　
が
で
き
る
。
そ
の
第
一
回
総
会
は
八
二
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
。

（
1
4
）
　
ク
リ
ツ
プ
ス
は
ト
ー
二
ー
の
著
作
に
感
銘
し
て
労
働
党
に
入
党

　
し
た
と
い
わ
れ
る
。
ρ
1
一
〇
〇
－
ぎ
O
O
o
ぎ
一
『
ざ
ト
膏
県
局
｝
き
S
ミ

　
9
§
ミ
9
善
盲
一
■
o
邑
昌
一
匡
o
｛
旦
薯
曽
邑
望
畠
晋
8
p
一
湯
N
・

　
勺
や
H
o
α
1
o
o
・

（
”
）
　
峯
‘
声
｝
窒
o
ユ
島
9
い
§
札
ミ
ー
婁
ミ
§
萬
§
乱
』
§
ミ
吻
ミ
．

　
ミ
§
■
o
■
o
o
p
雪
峯
ω
9
H
里
N
。
山
田
雄
三
監
訳
『
社
会
保
険
お

　
よ
ぴ
関
連
サ
ー
ピ
ス
ー
ペ
ヴ
ァ
リ
ジ
報
告
』
至
誠
堂
、
一
九
六
九

　
年
。
（
1
6
）
　
C
冒
一
＆
ぎ
ω
’
淳
田
・
名
o
事
・
3
定
｝
雨
、
9
§
§
§
労
§
』

　
≧
雨
§
o
ざ
ミ
竃
ミ
§
一
■
昌
μ
o
ξ
■
g
o
筥
昌
凹
冨
一
岩
忘
（
企
亭
o
α
・
）
一

　
弓
？
旨
－
旨
．
≧
餉
9
U
o
1
一
『
ざ
ミ
ミ
善
き
o
ミ
い
§
ミ
昂
姜
色
§

　
岩
企
ド
甲
ω
十

（
〃
）
　
シ
ド
ニ
ー
は
一
九
三
八
年
に
率
中
に
か
か
り
、
そ
の
後
一
応
の
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回
復
は
み
た
が
、
執
筆
活
動
は
無
理
な
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
付
記

　
し
て
お
く
。

（
1
8
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ウ
ェ
ツ
ブ
夫
妻
に
お
け
る
社
会

　
圭
義
と
共
産
主
義
－
確
立
期
の
『
大
英
社
会
主
義
国
の
構
成
』
と

晩
」
竿
期
の
『
ソ
廿
ワ
ェ
ト
・
コ

『
一
橋
論
叢
』
八
○
巻
四
号
、

照
さ
れ
た
い
。

、
、
、
ユ
ニ
ズ
ム
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
L

一
九
七
八
年
、
二
一
九
－
四
三
頁
を
参

　
　
　
（
横
浜
市
立
大
学
助
教
授
）
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